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団
塊
世
代
ど
ま
ん
中
の
昭
和
二

十
三
年
生
ま
れ
組
が
今
年
め
で
た

く
還
暦
を
迎
え
た
。
毎
年
お
盆
に

開
催
し
て
い
る
四
十
二
年
卒
同
期

会
は
、
還
暦
祝
い
を
兼
ね
て
今
年

は
二
月
二
日
に
協
働
大
町
ビ
ル
で

開
い
た
と
こ
ろ
、
当
日
飛
び
入
り

参
加
三
人
を
含
む
何
と
百
九
人
の

大
盛
会
と
な
っ
た
。

遠
く
は
名
古
屋
か
ら
駆
け
つ
け

た
県
外
在
住
者
十
五
人
を
交
え
て

全
員
が
別
室
で
神
主
の
お
祓
い
を

受
け
た
後
、
来
賓
の
幸
野
稔
、
舘

岡
昇
一
、
武
田
武
志
の
各
先
生
を

囲
ん
で
記
念
の
集
合
写
真
に
収
ま

っ
た
。

祝
宴
は
物
故
者
へ
の
黙
祷
で
始

ま
り
、
当
時
応
援
団
長
の
池
田
和

男
君
の
リ
ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱
し

た
後
、
三
人
の
恩
師
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
土
崎
神
明

社
宮
司
伊
藤
茂
樹
君
の
乾
杯
の
音

頭
で
開
宴
と
な
っ
た
。

団
塊
パ
ワ
ー
は
酒
量
で
も
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
、
会
場
は
大
声
と

笑
い
声
に
包
ま
れ
て
気
が
つ
く
と

杯
盤
狼
藉
と
化
し
て
い
た
。
頃
や

よ
し
、
再
び
池
田
君
の
エ
ー
ル
で

校
友
会
歌
を
高
歌
放
吟
し
て
閉
会

し
た
。

（
石
井
　
仁
）

昭
和
三
十
四
年
卒
業
の
「
関
東

在
住
同
期
会
」
が
二
月
二
十
七
日

「
上
野
精
養
軒
」
で
行
わ
れ
た
。

十
年
振
り
の
開
催
だ
っ
た
が
、

三
十
七
名
が
参
加
、
中
に
は
卒
業

以
来
は
じ
め
て
顔
を
見
せ
た
仲
間

も
お
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

冒
頭
、
近
年
亡
く
な
っ
た
七
名

に
黙
祷
。
彫
刻
家
の
遠
藤
洪
平
六

君
の
開
会
の
挨
拶
、
Ｊ
Ｒ
ス
イ
カ

開
発
の
立
役
者
三
木
彬
生
君
の
乾

杯
の
音
頭
に
続
き
、
全
員
が
近
況

報
告
し
た
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

奏
者
と
し
て
著
名
な
小
出
茂
君
の

歌
も
久
し
振
り
に
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

関
東
に
在
住
す
る
同
期
生
は
、

現
在
確
認
で
き
て
い
る
限
り
で
百

四
十
余
名
だ
が
、
来
年
三
月
に
は

秋
高
を
卒
業
し
て
満
五
十
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

盛
大
に
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
た

い
も
の
だ
と
の
意
見
が
多
く
出
さ

れ
た
。

最
後
に
秋
田
に
届
け
と
ば
か
り

に
全
員
で
、
声
高
ら
か
に
校
歌
を

歌
い
上
げ
、
ま
た
の
再
会
を
期
し

上
野
の
森
を
後
に
し
た
。

（
鈴
木
陸
雄
）

第 83 号 秋　高　同　窓　会　だ　よ　り 平成20年７月18日 (8)

還暦祝いに109人参加 昭和42年卒
同 期 会

鹿
角
支
部
総
会

に
か
ほ
支
部
総
会

関
東
同
期
会
に
37
人
昭
　
和

34
年
卒

平成20年６月３日

平成20年２月22日

菅原繁雄先生の米寿を祝う
秋高80期三年Ｇ組 平成19年11月27日


